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海外中等教育向け初級日本語教育素材集『教科書を作ろう』『続教科書を作ろう』
練習の手順、練習で使う会話などの「モデルテキスト」や「タスクシート」、練習に際しての教師
向け注意事項（「先生へ」）、イラストが記載されている。
4. 利用
4.1 教材制作のための利用
素材集である『教科書を作ろう』『続教科書を作ろう』からは、次のような教材や参考書の作
成が可能である。
「せつめい編」+「れんしゅう編」→　学習者用の教科書、日本語教師研修用教材
「せつめい編」→　学習者用の簡単な文法書、教師用の例文集
「れんしゅう編」→　会話集、聴解教材、読解教材、作文教材、教室活動集
4.2 授業での利用
『教科書を作ろう』『続教科書を作ろう』は、教材制作のための利用以外にも、日本語教師が
日々の授業を計画する際に参考にすることができる。世界の教室では、様々な教え方で日本語が
教えられているが、文法学習に焦点を当て、その項目の形と意味を導入し、その項目が含まれた
練習を行うことによりコミュニケーションにつなげようとする方法が多いようである。そのよう
な方法の場合、両書の以下のような部分が利用できるだろう。
･ 学習項目の導入の仕方を考える場合　
「せつめい編」：「例文」、「解説」、「先生へ」、イラスト、構造図
･ 練習の方法を考える場合
「れんしゅう編」
･ 練習で使うハンドアウトを作る場合
日本語国際センター紀要　第12号
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「せつめい編」：「例文」、イラスト
「れんしゅう編」：「モデルテキスト」「タスクシート」、イラスト
2001年9月の時点で、海外で『教科書を作ろう』を利用して制作された、または制作途上の教科
書は6件ある。（「海外中等教育向け初級日本語教育素材集の開発」参照―『国際交流基金日本語国
際センター紀要』本号所収）多くは、現地に既存のシラバスや教育方針に合わせて、読解･聴解の
素材や会話練習を部分的に利用している。このように、『教科書を作ろう』『続教科書を作ろう』
は、素材集であることから固定された利用の方法があるわけではなく、利用者が自由に使うこと
ができる。今後、実際に利用した海外の日本語教師、特に非母語話者教師の声を得、素材として
充実させていきたいと考える。
